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 調査の実施概要 

■調査手法 ：認定調査員による聞き取り調査 
 
■対象地域 ：本試行調査は、稲城市（東京都）、大垣市（岐阜県）、 
       秦野市（神奈川県）、八王子市（東京都）、府中市（広島県）、 
       武蔵野市（東京都）、和光市（埼玉県）の７自治体で行った。 
       なお、集計結果は、７自治体の調査結果を全てまとめたもの。 
 
■回収票数 ：827票（※ただし、認定データと関連付けを行うことができた等、 
            最終的な有効回答数は793票） 
 
■調査期間 ：平成28年6月の１か月間 （※自治体ごとに調査期間は若干前後する） 
 
■調査対象 ：期間内に要支援・要介護認定の更新・区分変更申請に伴う認定調査 
       を行った、居宅にお住まいの方（施設・居住系、入院を除く） 
 
■使用した調査票：介護保険最新情報（Vol.554）「「介護離職の観点も含めた介護 
         サービスのあり方の把握方法等に関する調査研究事業」における 
         試行調査について（情報提供）」参照 












